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群発的地震活動を前震活動と仮定して行う本震の発生予測手法(5):

最近の活動事例による検証と ETAS モデルとの比較
#前田憲二*・弘瀬冬樹・溜渕功史（気象研）［*気象庁地震予知情報課から併任］

 前震活動に基づく予測モデルの成績（過去 1 年間と通算）（図 1）

 過去 1年では長野県北中部と九州中部で成績が若干下がった

 通算では日本海溝 3領域と長野県北中部の成績が特に下がった

 ETAS モデルによる予測結果との比較（図 2）

 特に集中的に地震が発生する場合を除き、定常時間 ETASモデルより

前震活動に基づく予測モデルの方が予測確率は高い

 ETAS による合成カタログと自然地震カタログとの比較（図 3, 4）

 定常時空間 ETASでは本震前の前震活動の加速を十分に再現していない

→前震活動の特徴に基づく予測の方が定常時空間ETASより予測に有効

図 2. ETAS モデルによる予測結果との比較
赤矢印：前震活動に基づく予測モデルによる
本震発生確率．
青棒：定常時間 ETAS モデルによる本震発生
確率（前震予測モデルがアラームを出した直
後の値）

図 1. 前震活動に基づく予測モデルの
成績の変化
矢印左：最適パラメータ推定時の値
矢印右：2019 年 10 月 31 日時点の値

図 3. 時空間 ETAS 合成カタログを用いた場合の成績
矢印：実データの前震に基づく最適パラメータ推定時
の値．

図 4. 本震前の前震の回数積算比較
（1 本震当たりの地震数に正規化）

赤：実カタログ
黒：時空間 ETAS カタログ 1000 個
青：時空間 ETAS カタログ 1000 個の平均

モデルによる予測結果との比較

- 18 -




